
観光客１３００万人に向けて 
 

〔平成２６年観光客入込数〕 
Ｈ２６  １，１００万人超  

Ｈ２５  １，０３４万人  

Ｈ２４    ９７７万人  

Ｈ２３    ９８０万人  

Ｈ２２  １，０６３万人  
 

○前年と比べて特に入込数の増加した観光地等 

・大野まちなか（大野市）  ８９.３万人（＋３１．９万人、＋５５．６％） 

結の故郷発祥事業等のほか、越前大野城が天空の城として話題となったこと等による 
 

・道の駅「うみんぴあ大飯」（おおい町） ３０．８万人（＋１１．１万人、＋５６．８％） 

・レインボーライン（美浜町・若狭町） ３４．５万人（ ＋４．３万人、＋１４．３％） 

・道の駅「若狭おばま」（小浜市） ５５．９万人（ ＋５．４万人、＋１０．８％） 

以上３地点は、若狭さとうみハイウェイ全線開通効果等による 

 

〔北陸新幹線金沢開業等の影響〕 
 新幹線開業１か月 

（H27.3.14～4.13） 

前年同期 

（H26.3.15～4.14） 
前年同期比 

一乗谷朝倉氏遺跡復原町並（福井市） 約１０，７００人 約 ７，０００人 ５２．９％増 

大本山永平寺（永平寺町） 約２４，４００人 約２０，３００人 ２０．２％増 

東尋坊遊覧船（坂井市） 約７，７００人 約３，１００人 １４８．４％増 

恐竜博物館（勝山市） 約６０，８００人 約５８，８００人 ３．４％増 

 

〔首都圏、北陸新幹線沿線での誘客宣伝の強化〕 
  ○ＪＲ秋葉原駅での誘客プロモーション 

日時：５月１日（金）、２日（土） １０：００～２０：００ 

内容：恐竜全身骨格標本、恐竜ベンチ、恐竜３Ｄ映像の展示、特産品の販売、動く恐竜ライブショー 
 

○「福のおみやげ」プレゼントキャンペーン 

関東発の観光客    ３月１４日～６月３０日 

関西・中京発の観光客 ７月 １日～１月３１日 

航空機利用者     ７月 １日～１月３１日 
 

○大恐竜展２０１５－福井県立恐竜博物館コレクション－ 

期間：５月２日（土）～６日（水・祝）   場所：長野市ビッグハット 

特別監修：福井県立恐竜博物館       主催：テレビ信州、福井放送 

 

〔ゴールデンウィーク中の県内イベント〕 
○恐竜博物館「スプリングダイナソースタジオ－ようこそ！恐竜模型とトリックアートの工房へ！！」 

（３月１３日（金）～５月１０日（日）） 

野外恐竜博物館                      （４月２５日（土）～１１月３日（火・祝）） 

○美術館「ゴーギャンとポン＝タヴァンの画家たち－フランス・ブルターニュの光－」 

（４月１７日（金）～５月３１日（日）） 

○歴史博物館「カメラが撮らえた皇族と明治の偉人たち－福井が生んだ御用写真師丸木利陽－」 

（４月２５日（土）～５月３１日（日）） 

○若狭歴史博物館「若狭人の祈り 経」             （４月２５日（土）～５月２４日（日）） 

○一乗谷朝倉氏遺跡資料館「一乗谷・復原町並－復原のプロセス－」 （４月２５日（土）～６月２３日（火）） 

○陶芸館「辻晋六・辻勘之親子展」               （４月１８日（土）～５月３１日（日）） 

○こども歴史文化館「敦賀気比高校優勝記念展」         （５月２日（土）～１０日（日）） 

○「ロボカップジャパンオープン２０１５」   （５月２日（土）～４日（月・祝）、産業会館、生活学習館） 

○昨年、新たにオープンした観光地等 

・芦湯       （あわら市）（平成２６年４月）１１.４万人 

・道の駅「西山公園」 （鯖江市） （  〃  ４月）２８.９万人 

・野外恐竜博物館  （勝山市） （  〃  ７月） ２.４万人 

・道の駅「越前」  （越前町） （  〃 １１月）１１.６万人 

 


